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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第69期
第３四半期
連結累計期間

第70期
第３四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自 平成26年10月１日

至 平成27年６月30日

自 平成27年10月１日

至 平成28年６月30日

自 平成26年10月１日

至 平成27年９月30日

売上高 （千円） 46,684,981 45,051,722 60,672,403

経常利益 （千円） 3,404,738 3,166,767 4,110,680

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（千円） 2,380,126 1,978,160 2,794,396

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 3,006,439 1,336,087 3,072,346

純資産額 （千円） 19,328,506 20,030,981 19,394,414

総資産額 （千円） 29,596,705 30,523,824 30,285,162

１株当たり四半期（当期)
純利益金額

（円） 166.40 138.29 195.36

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 165.93 137.73 194.78

自己資本比率 （％） 63.2 63.7 62.1
 

 

回次
第69期
第３四半期
連結会計期間

第70期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年４月１日

至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日

至 平成28年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 60.51 35.33
 

(注) １. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

 
  (化成品)

  第２四半期連結会計期間において、株式の取得に伴い、株式会社ソートを連結子会社にしております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)  業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や設備投資の増加などにより、緩やかな回

復基調が続きました。一方で、年初からの円高や消費者マインド・企業の業況判断が慎重さを増すなか、足元の景気は

停滞感の強い状況となっております。また、中国をはじめとするアジア新興国経済の減速や英国のEU離脱等、先行きに

ついては依然不透明な状況が続いております。

このような環境下、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は45,051百万円（前年同四半期比3.5％減）

となり、営業利益は3,040百万円（前年同四半期比2.1％減）、経常利益は3,166百万円（前年同四半期比7.0％減）、親

会社株主に帰属する四半期純利益は1,978百万円（前年同四半期比16.9％減）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、従来「ゴム・化学品」としていたセグメントの名称を「化成品」へ変更してお

ります。セグメント名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。

①化成品

ゴム関連商品は、主力の自動車向けや家電・情報機器関連向けの合成ゴムおよび副資材の販売が低調でした。化学品

関連商品は、工業用フィルム・医薬品の輸出や電材の販売が低調でしたが、染料や難燃剤の販売が好調でした。また、

第２四半期に新たに連結子会社となった㈱ソートの業績が寄与いたしました。

この結果、売上高は18,046百万円（前年同四半期比1.4％増）、セグメント利益（営業利益）は912百万円（前年同四

半期比2.5％増）となりました。

　

②機械資材

産業資材関連商品は、自動車内装用部品の販売が引き続き好調に推移し、シート用高機能性部品・原材料販売も伸長

しました。機械・環境関連商品は、木質バイオマス関連は低調でしたが、飼料用ペレットミルは好調でした。科学機器

関連商品は、各種分析・試験機器の販売が好調でした。

この結果、売上高は14,527百万円（前年同四半期比8.4％増）、セグメント利益（営業利益）は1,704百万円（前年同

四半期比5.9％増）となりました。

　

③海外現地法人

Sanyo Corporation of Americaは、ゴム関連は好調でしたが、吸水性ポリマーが低調でした。三洋物産貿易（上海）

有限公司は、自動車用各種部品は伸長しましたが、ゴムおよび化学品関連は低調でした。 San-

Thap International Co., Ltd.（タイ）は、タイバーツ安による輸入品の採算悪化などにより低調でした。

この結果、売上高は8,220百万円（前年同四半期比15.2％減）、セグメント利益（営業利益）は269百万円（前年同四

半期比32.1％減）となりました。

　

④国内子会社

　コスモス商事㈱は、海洋・船舶や地熱関連が伸び悩みました。㈱ケムインターは、化学品、機械機器・電子部品とも

に低調でした。

この結果、売上高は4,047百万円（前年同四半期比28.1％減）、セグメント利益（営業利益）は468百万円（前年同四

半期比20.3％減）となりました。
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(２)  財政状態の分析

（資産）

流動資産は、売掛債権が増加した一方で、現金及び預金やたな卸資産が減少したこと等により、前連結会計年度末比

196百万円減少し、24,636百万円となりました。

固定資産は、主に国内連結子会社株式取得に伴うのれんの増加により、前連結会計年度末比435百万円増加し、5,886

百万円となりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間末における総資産は30,523百万円（前連結会計年度末比238百万円の増加）と

なりました。

 
（負債）

流動負債は、仕入債務や短期借入金等が減少したことにより、前連結会計年度末比268百万円減少し、9,381百万円と

なりました。

固定負債は、主に投資有価証券の評価差額計上に伴う繰延税金負債の減少により、前連結会計年度末比129百万円減

少し、1,111百万円となりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間末における負債は10,492百万円（前連結会計年度末比397百万円の減少）とな

りました。

 
（純資産）

親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加によって株主資本が増加した一方で、その他有価

証券評価差額金や為替換算調整勘定の減少によりその他の包括利益累計額が減少いたしました。

この結果、当第３四半期連結会計期間末における純資産は20,030百万円（前連結会計年度末比636百万円の増加）と

なりました。

 
(３)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 
(４)  研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 
②  【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月５日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,503,854 14,503,854
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株
であります。

計 14,503,854 14,503,854 － －

 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 
(千円)

資本金残高

 
(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成28年４月１日～
平成28年６月30日

― 14,503,854 ― 1,006,587 ― 367,844
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 196,600

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,299,400 142,994 －

単元未満株式 普通株式 7,854 － (注)

発行済株式総数  14,503,854 － －

総株主の議決権 － 142,994 －
 

 (注) 単元未満株式の欄の普通株式には、当社所有の自己株式46株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

平成28年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に 　
対する所有株式数の

割合(％)

（自己保有株式）      

三洋貿易㈱
東京都千代田区神田錦町
二丁目11番地

196,600 － 196,600 1.36

計 － 196,600 － 196,600 1.36
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年10月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,204,896 2,740,385

  受取手形及び売掛金 12,567,404 12,614,515

  電子記録債権 502,130 749,348

  商品及び製品 7,407,708 7,293,318

  仕掛品 1,824 4,873

  原材料及び貯蔵品 2,188 1,017

  その他 1,172,000 1,245,375

  貸倒引当金 △24,927 △11,974

  流動資産合計 24,833,226 24,636,860

 固定資産   

  有形固定資産 ※３  1,984,251 ※３  1,964,991

  無形固定資産   

   のれん 7,638 682,875

   その他 51,107 86,169

   無形固定資産合計 58,745 769,044

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,710,749 2,339,136

   その他 703,319 820,489

   貸倒引当金 △5,130 △6,698

   投資その他の資産合計 3,408,938 3,152,927

  固定資産合計 5,451,936 5,886,963

 資産合計 30,285,162 30,523,824
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 7,051,820 6,393,022

  短期借入金 984,664 779,679

  1年内返済予定の長期借入金 50,000 69,920

  未払法人税等 754,420 664,061

  引当金 10,646 273,205

  その他 797,810 1,201,332

  流動負債合計 9,649,361 9,381,220

 固定負債   

  長期借入金 50,000 50,000

  退職給付に係る負債 681,537 682,565

  その他 509,849 379,056

  固定負債合計 1,241,386 1,111,622

 負債合計 10,890,748 10,492,842

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,006,587 1,006,587

  資本剰余金 428,398 426,948

  利益剰余金 16,627,189 17,918,739

  自己株式 △192,195 △188,739

  株主資本合計 17,869,980 19,163,535

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 693,428 362,336

  為替換算調整勘定 233,072 △84,790

  その他の包括利益累計額合計 926,500 277,546

 新株予約権 35,823 47,891

 非支配株主持分 562,110 542,008

 純資産合計 19,394,414 20,030,981

負債純資産合計 30,285,162 30,523,824
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 46,684,981 45,051,722

売上原価 39,334,873 37,660,109

売上総利益 7,350,108 7,391,613

販売費及び一般管理費 4,245,792 4,351,153

営業利益 3,104,315 3,040,459

営業外収益   

 受取利息 6,368 5,085

 受取配当金 51,638 54,307

 為替差益 236,294 51,220

 その他 65,035 59,356

 営業外収益合計 359,336 169,969

営業外費用   

 支払利息 32,992 12,251

 その他 25,921 31,409

 営業外費用合計 58,913 43,661

経常利益 3,404,738 3,166,767

特別利益   

 国庫補助金 33,725 12,000

 特別利益合計 33,725 12,000

特別損失   

 減損損失 25,352 －

 関係会社株式売却損 12,803 －

 固定資産圧縮損 19,771 1,954

 和解金 － 32,361

 特別損失合計 57,928 34,315

税金等調整前四半期純利益 3,380,535 3,144,452

法人税等 924,156 1,121,844

四半期純利益 2,456,378 2,022,607

非支配株主に帰属する四半期純利益 76,252 44,447

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,380,126 1,978,160
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益 2,456,378 2,022,607

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 351,900 △331,494

 為替換算調整勘定 198,159 △355,025

 その他の包括利益合計 550,060 △686,520

四半期包括利益 3,006,439 1,336,087

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,907,397 1,329,206

 非支配株主に係る四半期包括利益 99,041 6,881
 

 

EDINET提出書類

三洋貿易株式会社(E02548)

四半期報告書

11/20



【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結累計期間
(自  平成27年10月１日  至  平成28年６月30日)

(連結の範囲の重要な変更)
　第２四半期連結会計期間において株式会社ソートの株式を取得したことに伴い、同社を連結の範囲に含めてお
ります。

 

 

（会計方針の変更等）

当第３四半期連結累計期間
(自  平成27年10月１日  至  平成28年６月30日)

 

(会計方針の変更)
 

 
(企業結合に関する会計基準等の適用)

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ34,065

千円減少しております。

 
(減価償却方法の変更)

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却の方法に関する実

務上の取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を当第３四半期連結会計期間に適用し、平成28年４

月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微で

あります。

 
 

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期連結累計期間

(自　平成27年10月１日　至　平成28年６月30日)

税金費用の計算

 
 

  税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

１ 保証債務

下記の銀行借入等に対して、債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

従業員 1,953千円 従業員 2,239千円

三洋東知（上海）橡胶有限公司 69,336千円 三洋東知（上海）橡胶有限公司 56,736千円

Sanyo Trading India Private Limited 198千円 Sanyo Trading India Private Limited 168千円

Sun Phoenix Mexico, S.A. de C.V. 133,056千円 Sun Phoenix Mexico, S.A. de C.V. 103,910千円

計 204,543千円 計 163,053千円
 

 

　２ 手形割引高

 
前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

輸出手形割引高 71,323千円 5,870千円
 

 

※３ 圧縮記帳額

国庫補助金により有形固定資産の取得価額から直接控除した圧縮記帳額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

建物及び構築物 4,068千円 －千円

機械装置及び運搬具 14,752千円 1,448千円

その他 951千円 506千円

計 19,771千円 1,954千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額は、次のとおりで

あります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
 至 平成27年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
 至 平成28年６月30日)

減価償却費 130,490千円 124,300千円

のれんの償却額 725千円 38,777千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成26年10月１日 至 平成27年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月６日
取締役会

普通株式 271,768 19.00 平成26年９月30日 平成26年12月４日 利益剰余金

平成27年５月11日
取締役会

普通株式 343,286 24.00 平成27年３月31日 平成27年６月11日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

    該当事項はありません。

 

３  株主資本の著しい変動

   該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成28年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月６日
取締役会

普通株式 357,590 25.00 平成27年９月30日 平成27年12月１日 利益剰余金

平成28年５月11日
取締役会

普通株式 329,019 23.00 平成28年３月31日 平成28年６月13日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

    該当事項はありません。

 

３  株主資本の著しい変動

   該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年10月１日 至 平成27年６月30日）

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３化成品 機械資材
海外

現地法人

国内

子会社
計

売上高          

  外部顧客への

売上高
17,789,445 13,404,057 9,692,176 5,628,925 46,514,604 171,995 46,686,600 △1,618 46,684,981

  セグメント間

の内部売上高

又は振替高

2,007,965 144,219 1,052,247 43,680 3,248,112 24,963 3,273,075 △3,273,075 －

計 19,797,411 13,548,276 10,744,423 5,672,605 49,762,717 196,958 49,959,676 △3,274,694 46,684,981

セグメント

利益
889,814 1,609,861 397,336 588,027 3,485,039 116,173 3,601,212 △496,896 3,104,315

 

(注)１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を含んでおりま

す。

２. 調整額は、以下のとおりであります。

(1) 外部顧客への売上高の調整額△1,618千円は、管理会計との為替調整額であります。

(2) セグメント利益の調整額△496,896千円には、のれん償却額△1,353千円、各報告セグメントに配分して

いない販売費及び一般管理費△373,010千円、管理会計との為替調整額△135,818千円が含まれておりま

す。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成28年６月30日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３化成品 機械資材
海外

現地法人

国内

子会社
計

売上高          

  外部顧客への

売上高
18,046,835 14,527,236 8,220,670 4,047,215 44,841,957 167,737 45,009,695 42,026 45,051,722

  セグメント間

の内部売上高

又は振替高

1,795,209 158,935 843,099 26,812 2,824,056 24,963 2,849,019 △2,849,019 －

計 19,842,045 14,686,171 9,063,770 4,074,027 47,666,014 192,700 47,858,715 △2,806,993 45,051,722

セグメント

利益
912,440 1,704,586 269,974 468,459 3,355,460 91,000 3,446,461 △406,001 3,040,459

 

(注)１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を含んでおりま

す。

２. 調整額は、以下のとおりであります。

(1) 外部顧客への売上高の調整額42,026千円は、管理会計との為替調整額であります。

(2) セグメント利益の調整額△406,001千円には、のれん償却額△36,847千円、各報告セグメントに配分して

いない販売費及び一般管理費△370,309千円、管理会計との為替調整額38,710千円が含まれております。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２. 報告セグメントの変更等に関する事項

（セグメントの名称の変更）

　第１四半期連結会計期間より、従来「ゴム・化学品」としていたセグメントの名称を「化成品」へ変更しており

ます。セグメント名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。

　なお、前第３四半期連結累計期間の報告セグメント情報についても、変更後の名称で表示しております。

　

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）
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　第２四半期連結会計期間において、株式会社ソートの株式を取得し、連結子会社としたことにより、「化成品」

セグメントにおいて、のれん715,046千円を計上しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成26年10月１日
  至  平成27年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成27年10月１日
  至  平成28年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 166.40円 138.29円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 2,380,126 1,978,160

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利
益金額(千円)

2,380,126 1,978,160

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,303 14,304

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 165.93円 137.73円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千
円)

－ －

普通株式増加数(千株) 40 58

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ
た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変
動があったものの概要

－ －

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

三洋貿易株式会社(E02548)

四半期報告書

17/20



２ 【その他】

第70期（平成27年10月１日から平成28年９月30日まで）中間配当について、平成28年５月11日開催の取締役会にお

いて、平成28年３月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、支払を行い

ました。

①配当金の総額                                   329,019千円

②１株当たりの金額                                  23円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日      平成28年６月13日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月５日

三洋貿易株式会社

取締役会 御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   伊   藤   恭   治   ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   三   宅   孝   典   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三洋貿易株式会

社の平成27年10月１日から平成28年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年10月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三洋貿易株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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